





About the actual situation of “uncomfortable guidance” in sports
—Targeted 4th grade students of Sports and Health Sciences Department—
Yuko SOMIYA, Asako ZEMPO-MIYAKI
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・ チームのに 1 つの目標をたたえ，ミーティン
19スポーツにおける “不快な指導” の実態について
グした時
・ 失敗は素直に叱ってくれて，良いプレーは褒
めてくれる
・ 失敗した時にどうすれば良かったのかを明確
に教えてくれた
・ 普段あんまり褒めないコーチが，いいプレー
をした時，拍手して褒めてくれた時
・ 良いプレーをしたら褒めたり，試合で勝った
ら一緒に喜んでくれた
5 ．まとめと考察
本調査では，2019年度現在において大学 4 年
生のスポーツ健康科学部に所属する学生に対
し，不快な指導あるいは暴力的な経験に関する
実態についてアンケート調査を実施した。文部
科学省をはじめとする社会全体が体罰根絶に向
けた対応を急務の課題としている。ガイドライ
ンでは学校の運動部活動において適切かつ効果
的な指導の展開と各活動の充実を目指して指導
において望まれる基本的な考え方，留意点を示
している。このガイドラインが策定される平成
25年度時点で中高生時代を過ごした現在の大学
生に部活動における不快な指導あるいは暴力的
な指導経験についてアンケート方式で回答を求
めた。その結果，非常に多くの学生が不快な指
導あるいは（かつ）暴力的な指導を経験したこ
とがあると回答した。全国体育連合が示してい
る運動部活動等における体罰・暴力に関する調
査報告書では，体罰の経験者が20.5％であると
報告している。それに比べて本調査における本
学の大学 4 年生の体罰経験者は，30％を超えて
いた。先の報告書において体罰を受けた時期で
最も多いのは，中学校時代（59.1％）であった。
本調査における大学 4 年生は，桜ノ宮高校の事
案が起きた平成24年度に中学生であったことか
ら，ガイドライン策定前のこの時期に体罰や不
快な指導を受けた可能性がある。
ガイドラインには，運動部活動での指導充実
のために必要と考えられる 7 つの事項が挙げら
れている。中でも注目すべきは，第 4 項目とし
て挙げている『適切な指導方法，コミュニケー
ションの充実等により，生徒の意欲や自主的，
自発的な活動を促しましょう。』と第 5 項目と
して挙げている『肉体的，精神的な負荷や厳し
い指導と体罰等の許されない指導とをしっかり
区別しましょう』である。本調査の中で不快な
指導あるいは暴力的な指導経験のある学生があ
げた自由回答の中には暴力を実際に受けた，生
徒の意見を聞き入れず指導者の想いを一方的に
押し付ける指導，生徒間で異なる対応をする指
導，日常の部活動においてコミュニケーション
が不足している，生徒主体と言いながら何もヒ
ントやアドバイスをもらえない，などの声があ
がった。ガイドライン中には，運動部活動は生
徒の自主的，自発的な参加によるものであるこ
とを踏まえて，生徒に対する説明及び生徒の理
解により行われることが必要であることから，
指導者は，活動の目標や方針，指導内容等につ
いて生徒が理解できるように適切に伝えること
かこそ重要であるとしている。すなわち，本調
査の回答にて生徒側が理解を示さないような言
動を指導者がしていたとするのは，このガイド
ラインに反している経験であると言える。さら
に，ガイドライン中に日常の指導において指導
者と生徒の間のコミュニケーションの充実によ
り，練習について誰が，何を，いつ，どこで，な
せ（どのような目的で），どのように行えばよ
いのか等を理解させていくことが重要である，
としている。本調査においても普段の練習にお
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いて指導やコミュニケーションをとらず，試合
のポジションを決める指導を不快に感じたと回
答している。これは，生徒のことを理解しない
指導であり，ガイドラインに反する経験である
と考えられる。
一方で素直に生徒のプレーを褒めたり，よい
結果を一緒に喜んだりした指導でやる気が出た
と回答している点は興味深い。また，指導者の
的確なアドバイス（理由をつけて失敗にアドバ
イスをくれる）によってやる気が出たとする回
答もあった。ガイドライン中において生徒の状
況の細かい把握，適切なフォローを加えた指導，
指導者と生徒の信頼関係づくりをすることが大
切であると述べられている。特に指導者は，普
段から練習中に声を掛けて生徒の反応を見た
り，疲労状況や精神状況を把握し，指導するこ
とが大切であると述べられている。では，よい
運動部活動の指導者とはどのような特徴がある
のか，について本調査の回答を踏まえて考えて
みたい。矢澤（2019）が報告している先行研究
によると『褒める』，『自信を持たせてくれる』，
『勝てる』などの指導者の言葉によって生徒側
がやる気を出すという結果を示している。特に，
プレーで失敗しても怒らずに誉めたり，生徒の
気持ちに寄り添うことでやる気を出すことを報
告している。また，栗田ら（2018）は，自由記
述アンケートによって大学 3 年生が考える理想
的な指導者について，人格形成，スポーツの楽
しさを重視する指導，雰囲気作りをしながら選
手に考えさせ競技力を向上させる指導技術が重
要との回答を報告している。本学の学生の回答
においてやる気が出た指導の『褒める』という
点は先行研究の結果と一致している。また，よ
い結果を一緒に喜んでくれるという回答につい
ては，雰囲気づくりをする指導者がよい指導者
である栗田ら（2018）との回答と一致している。
体罰経験のある学生は将来的に体罰を容認する
傾向にある可能性が高いことから，今後は本報
告をもとに体罰の根絶を目指した良きスポーツ
指導者の教育をするための一資料としたい。
6 ．結論
本調査では，2019年度現在において大学 4 年
生のスポーツ健康科学部に所属する学生に対し，
不快な指導あるいは暴力的な経験に関する実態
についてアンケート調査を実施した。本調査に
おいて本学の大学 4 年生の体罰経験者は，30％
を超えていた。また，不快な指導経験を有する
学生の意見には，不快に感じた要因として指導
者が生徒個々人の気持ちに寄り添わず，コミュ
ニケーション不足を挙げるものが多かった。一
方で，やる気になる指導者の特徴として褒める，
理由付けをしたアドバイスの提供などの意見が
挙げられた。体罰経験者は将来的に体罰を容認
する傾向が認められていることからも本調査結
果を体罰根絶のためのスポーツ指導者教育をす
るための一資料としたい。
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